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稲　垣　智　恵
About the auxiliary particle “Guo（过）” expressing perfect and 
experience aspect in Lu-Xun’s works
INAGAKI Tomoe
	 In	contemporary	Chinese,	the	aspect	particle	guò(guo)过	is	thought	to	be	derived	
from	 the	 verb	 guò	 过	 with	 the	 meaning	 of	 “to	 pass”,	 “to	 exceed”	 and	 other	 similar	
concepts.	The	auxiliary	particle	has	 two	meanings,	 they	 can	classify	gùo1	 and	gùo2	 by	
these	meanings.	Gùo(guo)1	 represents	 the	perfection	or	completion	of	 an	action,	while	
gùo(guo)	 2	 represents	 experience.	 Earlier	 research	 has	 examined	 the	 transformation	
process	and	determined	that	gùo(guo)	2	appeared	later	than	guò(guo) 1.	Nevertheless,	if	
the	 verb	 attach	 to	 gùo(guo)	 2	 that	 represents	 experience	 is	 pursued,	 examples	 of	
guò(guo)	2, 	as	a	stative	verb	plus	guò2, 	do	not	appear	until	much	later.	There	are	very	
few	examples	in	documents	from	before	the	Qing	Dynasty.	This	paper	analyses	the	use	of	
guò(guo)	 in	 the	 works	 of	 Lu-Xun,	 and	 explores	 the	 relationship	 of	 translations	 from	
foreign	 languages	and	 the	 increasing	 frequency	of	 the	use	of	guò(guo)	 as	a	 stative	verb	
plus	guò2. 	
	 キーワード：経験相，“过”，魯迅，翻訳，アスペクト
はじめに
　現代中国語の助詞“过”は動詞や形容詞の後ろに用い，アスペクトを表す。更にこの助詞は完了を表
す場合と，経験を表す場合とに分けることができ，先行研究では多く前者を“过 1 ”，後者を“过 2 ”と
して，その用法や意味を分析している。通時的に見ると，助詞“过”は「過ぎ去る」「超える」などを表
す動詞“过”が虚化したものであり，その程度から，“过 1 ”よりも“过 2 ”の方が後になって現れたも
のと考えられる。しかしながら，助詞“过”が付着する動詞について分析してみると，“过 2 ”の用法に
も更に時代的変遷があるようである。「動作性動詞＋“过 2 ”」の例に比べ，「状態性動詞＋“过 2 ”」の
例はかなり後の時代にならないと現れないのである。
　本稿では，状態性の動詞や形容詞を伴う“过 2 ”の用例が近代以降多用されるようになったという仮
説のもと，魯迅の作品中での助詞“过”が伴う動詞について分析を行い，中国語の「経験義」と外来要
素の関係について考察を加えたい。
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一．先行研究
1.1　用法
　“过”には大きく分けて以下の用法がある。
①　動詞としての用法：時間・場所・範囲などが「超過，通過」など「過ぎる」意を表す
“过了这条街就到了。（『八百詞』1））”
“过生日”
“改革开放以来我国出国留学总人数已超过100万人。（《新华网》2））”
“脑子里闪过了很多想法。（『八百詞』）”
②　助詞としての用法：アスペクトを表す
1 ．動作の完結：“吃过饭再走。”→“过 1 ”
2 ．経歴・経験：“我吃过中国菜。”→“过 2 ”
※“过 2 ”は形容詞に付加することも可能。形容詞が“过”を伴う時，一般に時間を明示することが必
要である。これは比較で用いられる動詞的「形容詞＋“过”」の例とは異なる。
経験：我从来没有这么高兴过。
比較（動詞的“过”）：“今年的茶還好嗎？”“舊年的茶好過今年的。”（“DIALOGUES AND DETACHES 
SENTENCES IN THE CHINESE LANGUAGE”3））
　これら先行研究に倣い本稿では助詞“过”について，「動作の完結を表す」用法は“过 1”，「経験・経
歴を表す」用法は“过 2 ”と定義する。無標示で“过”とする場合，特に説明しない限り“过 1 ”“过
2 ”の総称とする。
1.2　伴う動詞
　“过 1 ”と“过 2 ”が伴う動詞について分類した先行研究には次のようなものがある。まず，動詞の
「動作性」に注目して述べたもの。これは劉月華（2001）4），呂叔湘（2003）5）などが有名である。
	 1）	呂叔湘　主編（牛島徳次・菱沼透　監訳）『中国語文法用例辞典―《現代漢語八百詞増訂本》日本語版』（東方書
店，2003	年）
	 2）	〈改革开放以来我国出国留学总人数已超过100万人〉《新华网》（2007年02月26日付ニュース記事，2010年12月15日閲
覧　http://news.xinhuanet.com/edu/2007—02/26/content_5775966.htm）
	 3）	Robert	Morrison.	“DIALOGUES AND DETACHES SENTENCES IN THE CHINESE LANGUAGE（《中文會話
及凡例》）”（HonorableEast	India	Company’s	Press,	1816年）
	 	 該当箇所の英訳は以下の通り。
	 	 “This	year’s	tea	pretty	good.”	“Last	year’s	Tea	was	BETTER	than	that	of	this	year.”
	 4）	刘月华・藩文娱・故韡《实用现代汉语语法（增订本）》（商务印书馆，2001年，405頁）
	 5）	『八百詞』（註 1参照）158—160頁
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劉月華（2001），呂叔湘（2003）
●　“过 1”： 伴うことができる動詞は少ない。動作性を表す動詞にのみつけられ，以下の動詞には
付けることができない。
ａ．非動作動詞（“是”“像”“成为”などの関係動詞），心理状態（“害怕”“担心”“感动”など）や
態度（“赞成”“同意”“尊重”“怀疑”など）を表す動詞，認知意識を表す動詞（“认识”“明
白”“懂”など），能願動詞。
ｂ．具体的な 1 つの動作を表さない動詞。“培养”“依靠”“前进”“进行”“压迫”“侵略”“教学”“变
化”“毕业”“发生”“驾驶”など。
ｃ．非自主的な動作を表す動詞。“吐（嘔吐の意味）”“咳嗽”“丢（失）”“发现”“打雷”“上冻”，
“塌”“出现”“失火”“漏”など。
ｄ．書面語のニュアンスが強い動詞。“踏”“埋葬”“责备”など。
●　“过 2”： 伴うことができる動詞は多いが，いくらかの動作性の弱い動詞とは結合できない6）。
（筆者要約・翻訳）
　劉綺紋（2006）7）では，“过”のアスペクト操作を〈終結点到達〉と〈終結点通過〉があるとした上で，
共起する動詞が「動的局面」を持つものである場合と「静的局面」を持つものとで異なる意味が生じる
としている。
　動的局面を持つ事態と共起する場合に限って，“过”は完結相機能を担うことができる。一方，静
的局面（結果状態）が生じるような動的事態と共起した場合は，“过”は完結相機能を担うことがで
きない（270頁）
　また，孔令達（1985）8）は動詞の「反復性」に着目し，以下のように分類している。
孔令達（1985）
●　Ａ類動詞：＋“过 1 ”　＋“过 2 ”
　　反復の可能性を持つ，反復性動詞
　　看听吃尝拿抓抬抱打 爱想有……参观吃饭休息睡觉洗练刷牙
●　Ｂ類動詞：－“过 1 ”　＋“过 2 ”
	 6）	しかし，動作性が極めて弱いであろうと考えられる関係動詞に関して，劉月華（2001）は“小张的妹妹以前跟他外
婆家姓过王，后来改过来了。”（402頁），趙元任（《中國話的文法》中文大學出版社，台湾學生書局，1980年，165頁，
359頁）は“我從來沒是過誰的人。”の例の存在を挙げている。とはいえ，これらの例は一定の言語環境がなければ
成立しない特殊な用例であろう。
	7）	劉綺紋『中国語のアスペクトとモダリティ』（遊文舎，2006年）
	 8）	孔令达〈动态助词“过”和动词的类〉《安徽师大学报（哲学社会科学版）》（1985年第三期，104—110頁）（CNKI中国知
网による）
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　　状態を表す動詞，特に心理状態を表す動詞
　　感动喜欢佩服爱护同情讨厌恨气害怕吓害羞满意……希望失望
●　Ｃ類動詞：＋“过 1 ”　－“过 2 ”
　　極少。一回性の動詞。
　　死
●　Ｄ類動詞：－“过 1 ”　－“过 2 ”
　　能願，判断，使役，認知動詞など。判断評価の性質を持った動詞。
　　使得免得认得认知体会以为觉得变成……要可以可能是象在……
　　（筆者要約・翻訳）
　孔令達（1985）は，“想过这些，他开始想些实际的。”“再说，我总算有过一辆自行车，骑过一辆属于自
己的自行车了。”などの例に現れる“过”が「動作の完結」を表す“过 1 ”だということを理由に，動作
性の強弱と助詞“过 1 ”“过 2 ”の用法の間には直接的，決定的な作用はないとしているものの9），やは
り状態を表す動詞は“过 1 ”と共起しにくいとしている点では他の先行研究と一致している。10）
　細かな動詞の分類は諸説あるが，先行研究ではほとんどが「状態性の強い動詞は完結を表す“过 1 ”
とは共起しにくく，“过 2 ”と共起しやすい」としている。言い換えれば，これら動詞と結びついた“过”
は動作の完結“过 1 ”ではなく，経験義“过 2 ”と理解されるということである。
　これは例えば，“吃”，“走”，“看”などのように具体的な動作そのものを表す動詞は，その動作を行う
期間が限られており，ある程度の時間で終了することが見込まれている。また，開始から終了までの変
化が生じることが前提である。そのため，これらの動詞と結合した“过”は，動作の終了というプロセ
スを表すに過ぎない。そこでこれら動詞と“过”が結びついて経験義を表すような場合，それが完結を
表すのか，経験を表すのかは文脈から判断されることがほとんどである。
　しかし，“喜欢”“醉”“同情”などのような状態性の動詞は具体的な動作を表さず，これらの動詞が表
す動作には明確な開始点や終了点がない。動作の開始から終了というプロセスを見込めないのである。
もしこれら状態性の動詞の後に“过”を伴うと，本来動作のプロセスや変化を含まない状態を断絶し，
状態に始まりと終わりという過程を作り出す。これが経験義であり，これら動詞を伴う“过”は文脈が
なくとも必ず経験義“过 2 ”と判断される。11）
	 9）	Ａ類動詞で挙げた動詞の内、太字で記したものは動作性が特に弱く状態性が強いと思われる動詞である。
10）	また孔令達（1985）をはじめとする先行研究では多く“过 1”“过 2”に関して，“了”や“已经”“曾经”と共起で
きるかどうかが標示となるとしているが，これには異論もある。
11）	劉綺紋（2006，273頁）では，これを以下のように説明している。
	 	 　“过”のアスペクト操作は〈終結点到達〉や〈終結点通過〉である。前者は，動的局面のみを持つ事態の終結点に
到達する，という操作である。この結果「完了」を表すことになる。また後者は，事態における限界の在り方にか
かわらず，その事態における最終局面の終結点を通り過ぎてしまう，という操作である。その結果，終了した時点
が近い過去であれば，しばしば「完了」として解釈される。一方，終了した時点が遠い過去であったり，あるいは
その終了した事態が当事者にとって何らかの特別な意義を持っていたりすると，しばしば「経験」として解釈され
るのである。
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Cf．我问过他。（完了・経験）
　　我喜欢过他。（必ず経験）
　状態性の強い動詞は，形容詞に近い成分を持っている。このため，形容詞が“过”と結びついた時も，
経験義を表していると見做す事が可能である。
　動詞の動作性，状態性に関しては，この他 C. E. ヤーホントフ（1987）12）や朱継征（2000）13）などに詳
しいが，動詞は必ずしも「動作性動詞」と「状態性動詞」の 2 つに分けきれるものではなく，その語義
によって強弱が異なるといった方がよいであろう。また，一般に動作動詞と考えられる動詞でも具体的
な動作を表さないものは多く，このような動詞は動作を表していても“过 1 ”を伴わないことは注意し
ておく必要がある（例：“培养”“依靠”“教学”“变化”など）。これらの動作動詞の動作性の強弱，経験
義に関して，本稿では詳しく触れない。
1.3　通時的観点から
　助詞“过”を通時的に捉えた先行研究では，“过”の推移について以下のように述べている。
①　助詞“过”は唐，宋代頃に時間・場所・範囲などに対して「超過，通過」など「過ぎる」の意
を表す動詞“过”の虚詞化によって現れた14）。
②　“过”は動詞“过”から“过 1 ”“过 2 ”の順に変遷した。15）
③　“过”は長らく心理状態を表す動詞と共起しにくい情況が続いた16）。
④　“Ｖ＋过 2 ”の形式は清代になってようやく使用頻度が増えた。17）18）
12）	C.	E.	ヤーホントフ（Ceргeй Eвгeньeич Яхонтов）著・橋本萬太郎訳『中国語動詞の研究』（白帝社，1987年）
13）	朱継征『中国語の動相』（白帝社，2000年）
14）	太田辰夫『中国語歴史文法』（朋友書店，1981年，219—219頁（1958年江南書院版発行））ほか
15）	孔令達「言語成分の同一性から見た助詞『过』の帰属問題」『中国語言語学情報 4：テンスとアスペクト 3』于康ほ
か編，好文出版，2001年，231—246頁（原文：〈从语言单位的同一性看助词“过”的分合问题〉《语法研究和探索（八）》
商務印書館，1997年）による引用（张晓玲，孔令达〈动态助词〉《语法求索》华中师范大学出版社，1989年）原文は
未見。
16）	林新年〈试析唐宋时期的“过”语法化进程迟缓的原因〉《语言科学：第 3卷第 6期》（2004年，42—50頁）（CNKI中国
知网による）
17）	伍和忠《“尝试”、“经验”表达手段论》（社会科学文献出版社，2005年，215頁）
18）	伍和忠（2005）では，「経験義」の表現方法について以下のようにも述べている。
　　　　“曾＋VP”形式自上古萌生，中古获得长足发展，至近代时期，在与“尝＋VP”的竞争中胜出，确立了自己的霸
主地位。当新生的“Ｖ过助”登场亮相以后，它未退出历史舞台，而是与新生的形式同台演出，这样我们便看到了“曾
／曾经＋Ｖ／VP过助”这种混合的形式，可谓推陈出新。……“过助”与“曾”同现，更凸显出整个句子所表示的“经
验”意义，“过助”的标记性也得以增强。（208—215頁）　（“曾＋VP”形式は上古に芽生え，中古に大きく発展した。近
代に“尝＋VP”との）競争を勝ち抜き，覇権を確立した。新たな“Ｖ过 2”という用法が現れた後も，“曾＋VP”
の用法は廃れず，“Ｖ过 2”と共に使用されるようになった。“曾／曾经＋Ｖ／VP过 2”のような混合形式は，古い
形式から新たな形式が生まれたのだといってよいであろう。“过 2”が“曾”と共起すると，文全体が表す経験義を
更に浮き立たせることになり，“过 2”の標記性も強化される。）（筆者要約・翻訳）
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　③のように，林新年（2004）では“了”“却”“著
ママ
”などと比較して“过”の虚詞化が遅れた原因の 1
つは，「唐宋代には『動作動詞＋“过”』の用例しか見られず，『心理動詞＋“过”』の例が見られないこ
と」であり，「唐宋代の『Ｖ＋“过”』は“通”“潜”“逃”“走”“穿”“透”“吞”“飞”“来”など，移動
の意味を表す動詞のような決まった少量の動詞としか結びつかない」としているが（筆者翻訳・要約），
唐宋以降の変遷については述べられていない。しかし，心理状態など状態性の強い動詞と結びついた助
詞“过 2 ”の例は，旧白話小説《三国演义》19）《西游记》20）《水浒传》21）《红楼梦》22）においても稀である。劉
月華（2001）23）で「状態動詞」としている動詞に加え，存在を表す“有”“在”“存在”などの動詞を「状
態性の高い動詞」として見做し，上記四大小説に対して調査を行ったところ，「状態性動詞+“过”」の
形で用いる例は極めて稀であった。「形容詞+“过”」の用例についてはほとんどないと言ってよい。24）だ
が，全くないというわけではなく，《红楼梦》には“有过”の例が 2 例見られる25）。
“有过”
⑴　贾政写了，道：“这一句不好，已有过了‘口舌香’，‘娇难举’，何必又如此？这是力量不加，故
又弄出这些堆砌货来搪塞。”（《紅楼夢》第78回，第 3 巻，1029頁）
⑵　他虽是有过功的人，倒底主子奴才的名分，也要存点体统儿才好。（《紅楼夢》第88回，第 3 巻，
1154頁）
　　（下線筆者）
19）	〔明〕罗贯中《三国演义》（人民文学出版社，1973年）
20）	〔明〕吴承恩《西游记》（人民文学出版社，1980年）
21）	〔明〕施耐庵，罗贯中《水浒传》（江苏古籍出版社，1989年）
22）	〔清〕曹雪芹，高鹗《红楼梦》（人民文学出版社，1979年）
23）	《实用现代汉语语法（增订本）》	152—156頁
　　　“状态动词：表示人或动物的精神，心理和生理状态。如“爱”“想”“病”“饿”等。
　　　 1．大多可以受程度副词的修饰，但“病”“醒”等不能受程度副词的修饰。
　　　 2．不能构成祈使句。
　　　 3．表示心理状态的状态动词是及物的，表示生理状态的状态动词是不及物的。
24）	状態性動詞，或いは形容詞の「経験」は普通“曾经”などの時間詞を用いて示されるようである。だがこれは現在
も可能な表現であり，「状態性動詞+“过”」はとりたてて「経験」を協調する場合をのぞいて，“曾”“当时”“以前”
など過去を表す時間詞を用いていれば，通常“过”を付ける必要がないのではないか。後に詳しく述べる。
25）	また，《紅楼夢》には以下のような例が見られる。
　　婶娘，你侄儿虽说年轻，却是他敬我，我敬他，从来没有红过脸儿。就是一家子的长辈同辈之中，除了婶子
不用说了，别人也从无不疼我的，也从无不和我好的。（《紅楼夢》第11回，第 1 巻，130頁）
　　この用法は一見形容詞“红”と助詞“过 2”が結合した形にも思えるが，実際は離合動詞“红脸”に「Ｖ＋“过 2”
＋Ｏ」として用いられているものである。
　　似た用例は不肖生（向愷然）《留東外史》にも見られる。
　　要说她是害羞，却又不是。她也一般的和人应酬，从没见她红过脸，露出点羞涩样子。
　　この 2つを除いて，“红”が動詞的に常用されている例は管見の限り近代以前に見当たらないため，これらは“红脸”
という単語がなければ成立しない用例と考えてよいだろう。
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　更に，清代の他の文献には，“想过”の例もいくらか見受けられる。
“想过”
⑶　急得钱小姐烧香拜佛，问卜求医，没有一件法儿没有想过，那里有什么用处？不上半个月，把一
个王芝宇又送到阎王家去了。（（清）《九尾龟》）
⑷　芬臣让他到巡捕处坐下，悄悄说道 ：“卑职再三想过，我们倒底说不上去 ；无奈去找了小跟班祁
福，祁福是天天在身边的……（《二十年目睹之怪现状》）
⑸　飞熊道：“我也想过，除非把福建一省人都绑去砍掉，才得铲除。（《野叟曝言》）
　　（下線筆者）
　しかし，“有”“想”以外の状態性動詞を伴う“过”の例は管見の限りほとんど見当たらないことから，
清代以前においては「状態性動詞+“过”」の用法は限定的なものであったと考えるのが自然ではないだ
ろうか。
二．魯迅における“过”⑴ ―全体
2.1　資料
　管見の限りでは，伴う動詞の性質から“过 2 ”の変遷を辿った研究は未だ少なく，特にその変遷に外
来要素の影響を提示したものは見当たらない。そこで今回は状態性動詞と“过 2 ”が結びつくようにな
ったのが20世紀以降であり，その用法変遷に外国語の影響があった可能性を探る研究の初歩として，20
世紀初頭に活躍した魯迅の文章に見られる助詞“过”の用法を分析し，その用法変遷を見ていきたいと
思う。
　“过 2 ”の変遷に外国語の影響があった可能性を考慮に入れる理由は 3 つある。
　 1 つには，まず状態性動詞や形容詞は，動作性動詞と比較して“过 2 ”を付ける必要性が低いと考え
られること。例えば，“小时候我喜欢看书。”のように，過去の時間を表す語がある時，“喜欢”は必ず過
去の状態であり，現在はその状態に何らかの変化が生じていることを含意しているであろう。これは“小
时候我吃中国菜。”が文として安定しにくいことと比較するとその差が明らかである。そこで，例えば
「好きだ」「好きだった」のように状態性動詞や形容詞も過去の標示を付ける言語を翻訳する際，直訳の
過程でこのような“过 2 ”の用法が拡大したのではないかと推測できる。
　 2 つには，同じくアスペクトを表す“着”が状態性の強い動詞に付着する用法が近代以降現れた「欧
化文法」であるとする先行研究があること。26）
　 3 つには，“过”が状態性動詞を持つようになったと推測される時期と，外来表現が多く輸入され，白
話運動が盛んになった時期が重なること。
　今回使用する資料は以下の通り。
26）	王力《中国语法理论（下册）》（中华书局出版社，1944年）
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1 ．《鲁迅全集》 1 — 8 巻（全16卷）（人民文学出版社，1981年）
　　第 1 卷（〈坟〉,〈热风〉,〈呐喊〉） / 第 2 卷（〈彷徨〉，〈野草〉，〈朝花夕拾〉，〈故事新编〉） /
第 3 卷（〈华盖集〉，〈华盖集续篇〉，〈而已集〉） / 第 4 卷（〈三闲集〉，〈二心集〉，〈南腔北调集〉）
/ 第 5 卷（〈伪自由书〉，〈准风月谈〉，〈花边文学〉） / 第 6 卷（〈且介亭杂文〉，〈且介亭杂文二
集〉，〈且介亭杂文末编〉） / 第 7 卷（〈集外集〉，〈集外集拾遗〉） / 第 8 卷（〈集外集拾遗补编〉）
2 ．《鲁迅译文全集》 1 — 8 （全 8 卷）（福建教育出版社，2008年）
　　第 1 卷（〈月界旅行〉，〈地底旅行〉，〈域外小说集〉，〈工人绥惠略夫〉，〈现代小说译丛〉，〈一个青
年的梦〉，〈爱罗先珂童话集〉） / 第 2 卷（〈现代日本小说集〉，（〈桃色的云〉）27）〈苦闷的象征〉，
〈出了象牙之塔〉） / 第 3 卷（〈小约翰〉，〈思想・山水・人物〉，〈近代美术史潮论〉） / 第 4 卷
（〈壁下译丛〉，〈现代新兴文学的诸问题〉，〈艺术论〉，〈文艺与批评〉） / 第 5 卷（〈小彼得〉，〈文
艺政策〉，〈艺术论〉，〈毁灭〉） / 第 6 卷（〈竖琴〉，〈十月〉，〈一天的工作〉，〈表〉，〈俄罗斯的童
话〉） / 第 7 卷（〈死魂灵〉，〈坏孩子和别的奇闻〉，〈药用植物〉，〈山民牧唱〉） / 第 8 卷（〈译
文补编〉）
　魯迅の資料を使用する理由は，以下の 2 点。
1 ．魯迅が活躍した年代が，今回「状態性動詞 +“过”」が使用されるようになったと予測する時代
と一致するため。
2 ．魯迅は著作と共に翻訳作品も多く残しており，著作と翻訳における“过”の使用状況を比較す
ることができるため。
2.2　方法
　これら資料を用い，次の通り分析を行う。
1 ．目的：
　　　助詞“过”が伴う動詞・形容詞を分析し，その中から状態性動詞・形容詞を伴う例を抽出し
重点的に見ることで，魯迅の著作・訳文に用いられる助詞“过”の用法が如何に変遷したか探
る。また，著作物と訳文とでの“过”の用法を比較することで，用法に差異はないか分析し，
「状態性動詞＋“过”」「形容詞＋“过”」と外国語との関係を検討する。
2 ．予想：
　　　魯迅の訳文における助詞“过”と著作物における助詞“过”の用法を比較すると，訳文の方
が早い時期に「状態性動詞＋“过”」や「形容詞＋“过”」を用いているのではないか。或いは，
多様な状態性動詞を用いているのではないか。外国語が魯迅自身の著作物，ひいては現代中国
語の助詞“过”の用法に影響を与えた可能性があるのではないか。
3 ．用法の扱い方：
27）	資料欠。
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　　　魯迅が生前残した作品を，本人による著作と翻訳に分け，それぞれ助詞“过”を伴う例を抽
出する。用法に関しては，《实用现代汉语语法（増訂本）》「6.结果意义（四）：表示“完结”。这
样用的“过”与“了”的意义很接近，但是有一个前提：“过”前的动词所标示的动作及所涉及的
物体，对听话人来说一定是已知信息。」（560—562頁）及び同書399—406頁に沿う。
　　　また，今回の分析の重点は助詞“过”の分類をすることではなく，助詞“过”が伴う動詞・
形容詞を分析することにあるので，“过 1 ”と“过 2 ”とを区別して用法を取るのではなく，共
に助詞“过”として用法を扱う。
4 ．「状態性動詞」の扱い方：
　　　どの動詞を「状態性動詞」として扱うかは先行研究でも揺れがある。本稿では，劉月華（2001, 
153—155頁）の分類を基礎に，①生物の精神や心理状態を表す動詞（“想”，“喜欢”,“同意”な
ど）②存在を表す動詞（“有”，“存在”，“在”など）③認知動詞（“知道”，“认识”，“明白”な
ど）を状態性の動詞としてとった。これら動詞を伴う助詞“过”を，“美丽”“无聊”などの形
容詞を伴う例と共に調査する。
　　　また，“有过则改”などの“过”は「過ち」を表す名詞なので注意が必要である。
5 ．趨向動詞の扱い方：
　　　“走”“躲”“渡”などの語は，後ろについた“过”が助詞なのか，趨向動詞なのか分かりにく
い。魯迅の場合，これら動詞に“过”を伴う用法の場合，大体の場合“过”は趨向動詞として
用いられているか，或いは“Ｖ过Ｏ来”“Ｖ过Ｏ去”などの用法であることが多い。しかし，
　　　“忽然，有一条小巷里，他看见墙壁上有一个洞，而且分明的记得：他是曾经走过这地方的。那
墙壁上的洞，使他牢牢的记得。”（〈表〉《魯迅訳文全集（以下《訳文》）： 6 》1935年，354頁）
　　のように動詞なのか，助詞なのか分かりにくい例も多くある。このような例に関しては，その
動詞が直接賓語を伴えるかどうかを判断基準にする28）。
　　　例えば“走”は後ろに直接賓語は伴うことができないため，「不及物動詞」とされ，また，
“去”“来”のような不及物動詞とは異なり，“走路”“走道”など，一定の決まった範囲内で伴
うことができるほかは，場所名詞を直接伴うことも難しい。この場合，“我曾经走过。”のよう
に賓語を持たずに不及動詞として用いる例は，この“过”をアスペクト助詞であるとしてとる
が，“我曾经走过你家门口。”のように目的語を伴って出てきた場合，ここでの“过”は“走”
の補語成分として考え，助詞として例に取らないことにする。だが，会話などの場合，この基
準が通じないこともあるので，前後の文脈も判断材料の 1 つとする。
6 ．離合詞の扱い方：
28）	《现代汉语动词大辞典》（北京语言学院出版社，1994年）及び《CCL语料库》（北京大学汉语语言研究中心，http://
ccl.pku.edu.cn:8080/ccl_corpus/index.jsp）参照。
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　　　基本的に 2 語の結びつきが強く，《现代汉语词典》29）『中日大辞典』30）など辞書に離合詞として
記載されているものは離合詞として処理する。だが，離合詞 VO 構造の場合，Ｏが単独で成立
する場合の多くは離合詞としない。（例：“洗脸”）また，離合詞 VO の時，ＶやＯを単独で用い
た時と異なる意味が出てくる場合，離合詞とする。（例：“会面”，“开口”，“开战”，“进城”）
　　　だが，例えば“生”が「発生する」という意味で使われるのは，白話では“生病”，“生疮”“生
锈”などほとんど決まった場合である。このような言葉は辞書上では離合詞だが，本稿では 1
語としてとった。
2.3　結果
　資料に用いた作品の数と，資料中に見られる助詞“过”の数は以下の通りであった。
作品数 助詞“过”の用例数
著作総数 訳文総数 作品総数 著作中総数 訳文中総数 作品中総数
1898 2 0 2 0 0 0
1900 2 0 2 0 0 0
1901 4 0 4 0 0 0
1902 1 0 1 0 0 0
1903 2 5 7 0 27 27
1905 0 1 1 0 0 0
1907 4 1 5 0 0 0
1908 1 1 2 0 0 0
1909 1 3 4 0 0 0
1912 6 0 6 0 0 0
1913 1 3 4 0 0 0
1914 1 1 2 0 0 0
1915 1 1 2 0 0 0
1916 1 0 1 0 0 0
1917 4 0 4 0 0 0
1918 16 1 17 19 0 19
1919 22 1 23 23 0 23
1920 4 3 7 21 7 28
1921 8 21 29 40 85 125
1922 20 9 29 35 77 113
1923 3 10 13 2 58 60
1924 29 3 32 52 106 156
1925 101 20 121 196 14 210
1926 57 11 68 150 19 169
1927 57 3 60 122 7 129
1928 33 53 86 29 226 256
1929 27 40 67 51 164 215
1930 22 10 32 20 53 73
1931 49 7 56 38 94 132
1932 30 3 33 27 13 40
1933 178 10 188 169 57 226
1934 122 12 134 132 56 188
1935 72 9 81 129 242 371
1936 47 2 49 75 41 116
1937 1 0 1 0 0 0
1938 0 7 7 0 65 65
合計 929 251 1180 1330 1411 2741
29）	《现代汉语词典：第 5版》（商務印書館，2005年）
30）	『中日大辞典：増訂第 2版』（愛知大学・大修館書店，1987年）
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　魯迅の著作は1898年，訳文は1903年から資料があるが，記述形式が文語であったこともあって，当初
は助詞“过”の用例が見られない。実際に用例が見られるのは，訳文では周回小説の形式をとった1903
年《月界旅行》以降，著作では1918年 5 月の《狂人日记》以降である。全体的に年を経過するごとに増
えているが，用例数の増減はむしろ作品の数や長さに左右されることが多い。
　著作と訳文では，作品数に大きな違いがあるが，これは 1 作品あたりの長短とも関わっている。資料
の総量としてはほぼ同じ量を用いており，結果，助詞“过”の使用数は著作が1330例（動詞399種），訳
文が1411例（動詞411種）とその差は100例程度であった。助詞“过”の使用頻度は，著作も訳文もさほ
ど変わらない。
　実際どのような動詞に付着して用いられたかについては，使用頻度を見る限りでは著作と訳文とでそ
れほど大きな差異はなく，また， 1 例のみしか使用されない動詞が多くを占める。使用頻度が 2 桁を越
すものはそれぞれ次の通り。
著作 訳文
動詞 数 動詞 数
1 说 139 说 222
2 见 137 见 109
3 看 69 有 82
4 有 62 做 48
5 做 58 听到 34
6 读 38 看 30
7 吃 21 吃 29
8 听到 20 读 28
9 看见 18 受 25
10 发表 17 讲 24
11 写 17 到 21
12 出 14 想 15
13 到 14 问 15
14 受 14 住 14
15 研究 14 用 14
16 译 13 喝 13
17 听 12 听 13
18 开 11 经历 10
19 讲 11
20 用 11
21 问 10
　特筆すべきなのは，状態性が強いであろう動詞“有”の使用頻度が著作・訳文共にかなり多いことで
ある。また，これら“有过”の例は，共に時間を表す語，否定詞などを伴うことがほとんどである。31）
　“有”
⑻　虽然被宠爱，比较起来却要算不喜欢母亲的，有时从伊有些歪缠，母亲便烈火一般发怒，曾经有
过抓起火筷，一径追到店面外边的事。（〈阿末的死〉《訳文 ：2 》1923年32），40頁）
31）	今回は“未曾有过”の例を“有过”としてとったことも影響している。
32）	魯迅の翻訳としての発表年。	
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⑼　而且最奇特的是，这大概是只有在俄国才会出現的，——不久之后，他就又和痛打了他的朋友混
在一起，大家扳谈，仿佛全没有过什么事，他这一面，也好像毫未受过侮辱似的了。（〈死魂灵〉
《訳文 ：7 》）1935年，79頁）
⑽　记得先前也曾有过一回，但那时提倡的，是满清王公大臣，现在却是民国的教育家，位分略有不
同。（〈三十七〉《热风》《魯迅全集（以下《全集》）：1 》1918年，309頁）
　“有”の他，清代以前に使用が見られた“想”についても，著作で 5 例，訳文で15例と，比較的多く用
いられている。“想到”“想起”などの例も含めれば，魯迅の作品中で用いられた「状態性動詞＋“过”」
の用例のほとんどの動詞が“有”及び“想”であったことになる。
　“想”
⑾　你没有想过的事，谁也没有想听呢。（〈一个青年的梦〉《訳文： 1 》1922年，331頁）
⑿　到最后，我再说一遍罢：日本人的生活改造，倘不首先对于从肉向灵的这根本的问题，彻底地想
过，是不行的！（〈出了象牙之塔〉《訳文： 2 》1924年，359頁）
⒀　他想到这里，忽然从床上跳起来了。以先他早已想过，须得捞几文稿费维持生活了；（〈幸福的家
庭〉《彷徨》《全集： 2 》1924年，35頁）
⒁　但仅印十来幅图，认真地想过几回的人却也有的，不过自己不多说。（〈论翻印木刻〉《南腔北调》
《全集： 4 》1933年，606頁）
（以上下線部・太字筆者）
三．魯迅における“过”⑵ ―「状態性動詞＋“过”」
3.1　数と種類
　魯迅の作品中に用いられた「状態性動詞＋“过”」は以下のとおり。以下，著作と訳文を比較して述べ
る。
　太字は存在を表す動詞，イタリック体は形容詞，その他は心理・生理状態を表す動詞及び認知動詞で
ある。“过”全体の使用数から見ると，「状態性動詞＋“过”」の使用例は著作109例（動詞30種），訳文
148例（動詞33種）と少ない。
著作 訳文
動詞 数 動詞 数
1 有 61 有 82
2 想到 6 想 15
3 反对 6 想到 7
4 想 5 存在 6
5 想做 2 爱 5
6 高兴 2 饿 3
7 相信 2 思索 2
8 反省 2 感到 2
9 无聊 2 苦 2
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10 感慨 1 在 1
11 相爱 1 感受 1
12 猜想 1 想起 1
13 愤慨 1 思量 1
14 感动 1 恋 1
15 浩叹 1 感着 1
16 动摇 1 高兴 1
17 满足 1 怀∥疑 1
18 推想 1 反省 1
19 赞同 1 恋爱 1
20 细想 1 迷 1
21 注意 1 觉到 1
22 反对青年读古书 1 豫感 1
23 设想 1 嗜爱 1
24 想像 1 怜悯 1
25 知道 1 忘记 1
26 赏识 1 紧张 1
27 饿 1 梦想 1
28 感 1 忏悔 1
29 怀疑 1 打算 1
30 认识 1 忧愁 1
31 年青 1
32 美丽 1
33 暖和 1
計 109 148
　この結果からは訳文には存在を表す動詞に“过”がついて経験を表す例が数的にも種類的にも比較的
多いといえる。33）
33）	“反对青年读古书过”：このような「Ｖ＋Ｏ＋“过”」の例は，著作・訳文問わず幾つか見られる。
　⑴　在她那结识了许多男人，多到在记忆里，他们的眼睛的颜色，头发的颜色，或者连姓名也分不清了的辛苦而很
难忍受的一生中，华理亚对谁也从来不能说出“可念的，可爱的人”的话过（〈毁灭〉《訳文：5》1931年，315頁）
　⑵　实实在在，一生一世，就没有弄得这么精光过。（〈死魂灵〉《訳文: 7》1935年，72頁）
　⑶　革命的劳动者还知道劳动运动的历史，并且他将教导我们说，还永没有一个革命党曾带着这种解决来到大众的
面前过。（〈无产阶级革命文学论〉《译文补编》《訳文：8》1930年，424頁）
　⑷　……然而我到现在终于没有和赛会发生关系过。（〈五猖会〉《朝花夕拾》《全集：2》1926年，262頁）
　⑸　我记得曾有许多人絮絮叨叨，主张禁止过，后来也确有明文禁止了。（〈谚语〉《南腔北调》《全集：4巻》1933
年，543頁）
　⑹　可见是承认了要能作文，该多看中国书；二，“……我以为倘要弄旧的呢，倒不如姑且靠着张之洞的《书目答问》
去摸门径去。”就知道没有反对青年读古书过。（〈答“兼示”〉《准风月谈》《全集：5》1933年，359頁）
　⑺　我们的将出版的译本和你的已出版的译本，很相类似，而我曾将译稿寄给北新书局过，你有见到的可能，（〈关
于《关于红笑》〉《集外集》《全集：7》1929年，125頁）
	 	 　これらは魯迅の方言の影響と考えられるだろう。筆者が数名の上海出身者に調査を行ったところ，老年代の上海
語話者はこのような言い方をするとのことであった。　伍和忠《“尝试”、“经验”表达手段论》（社会科学文献出版
社，2005年）では，“Ｖ过Ｏ”“VO过”の語順について，“了”や“着”の変遷を引き合いに出し，「虚化の過程に存
在する問題」とし，さらに幾らかの先行研究を挙げた上で，「“VO过”」は現在の方言やシナ・チベット語族の言語
の中にも見られるとしている。（215—218頁）
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3.2　用例
　以下，実際の用例を見ていく。
　“存在”
⒂　那最坏的是，他其实就没有存在着，而且也没有存在过。（〈小约翰〉《訳文：3 》1928年，69頁）
⒃　反之，在历史中看不见意义的人们，则即使他怎么善良，也不过是毫不将人类的特状提高一点的，
单是曾经存在过了的利己主义者，在他死后，是决没有什么东西留下的罢。（〈艺术论〉《訳文：
4 》1929年，274頁）
⒄　托尔斯泰就这样地暗示着空想底的，这世上未曾存在过的黄金时代，然而这是空想，他自己却分
明知道的。（〈文艺与批评〉《訳文： 4 》1928年，317頁）
⒅　加以这样的工场产业，这样的交通路线，都未曾有过，而且在现今的形态上那样的资本主义，也
未曾存在过的缘故。（〈文艺与批评〉《訳文： 4 》1928年，325頁）
⒆　例如，在十七世纪的法国，曾经存在过的关系，便是这，在那时，资产阶级很喜欢模仿贵族阶级，
虽然不能说是非常地成功底的。（〈艺术论〉《訳文： 5 》1930年，166頁）
⒇　一个泼剌的男孩和一个漂亮的女孩，或者简直是两个男孩和两个女孩，当然，三个也可以，由此
给大家知道知道，他的确生活过，存在过，至少是并不像一个幽灵或者影子似的在地上逛荡了一
下——而且他对于祖国，因此也用不着惭愧了。（〈死魂灵〉《訳文： 7 》1936年，280頁）
　“在”
　是一个粗心浮气的朋友，恶魔似的强横，凡世界上所有的事，他都做过，在过守卫本部，受过许
多点钟的禁锢。（〈死魂灵〉《訳文： 7 》1935年，194頁）
　これらはほとんどが“曾经”などの時間詞と共起するか，否定形式である。また，訳文中には“爱”
を用いた例も比較的多く見られる。
　“爱”
　我爱过你们了，并且永远爱你们。（〈与幼小者〉《现代日本小说集》《訳文： 2 》1923年，36頁）
　“人生是可悲的。我自有生以来，只有过一回恋爱。只记得爱过一个女人。这就是我的妻。……
（〈西班牙剧坛的将星〉《壁下译丛》《訳文： 4 》1925年，47頁）
　また，変わった例としては，アスペクト“着”に更に“过”を付けた例も見られた。34）
34）	《CCL语料库》によれば，このような例はアンデルセン童話『風車』の翻訳に 1例，
	 	 “磨坊里曾经活着过的东西，现在仍然活着，并没有因为这件意外而被毁掉。”
	 	 老舎の《四世同堂》に 1例見られる。
	 	 “他不能，绝对不能，再想死。他以前并没有真的活着过；什么花呀草呀，那才真是象一把沙子，随手儿落出去。”
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　当他接着拿起名单来，一看那些确是活着过，操劳过，耕作过，喝过酒，拉过车，骗过他的主人，
或者也许是簡单的老实人的农奴们的名字的时候，就起了一种奇特的不舒服的感觉。（〈死魂灵〉
《訳文： 7 》1935年，136頁）
　訳文ではなく魯迅自身の著作物にも，現在ではほとんど使わない変わった用法がある。認知動詞に
“过”を用いた例がそれである。
　我曾经爱管闲事，知道过许多人，这些人物，都怀着一个大愿。（〈病后杂谈〉《且介亭杂文》《全
集： 6 》1932年，162頁）
　但是奇怪，我们又很疏远，例如我，就没有认识过一个捷克人，看见过一本捷克书，前几年到了
上海，才在店铺里目睹了捷克的玻璃器。（〈《呐喊》捷克译本序言〉《且介亭杂文》《全集： 6 》
1936年，524頁）
　「形容詞＋“过”」の例は著作，翻訳共に見られる。 1 例を除いて否定形で用いられている。
　・訳文
　再没有人想到，伊也曾经年青过，美丽过的。（〈疯姑娘〉《现代小说译丛》《訳文： 1 》1921年，
287頁）
　克拉拉·札德庚教养院里，从来没有这么暖和过。到处都热，竟好像蒸汽浴场似的。（〈表〉《訳
文： 6 》1935年，389頁）
　・著作
　“唉唉，我从来没有这样的无聊过！”伊想着，猛然间站立起来了，（〈补天〉《故事新编》《全集：
2 》1922年，345頁）
　“唉唉，我从来没有这样的无聊过。”伊坐在一座山顶上，两手捧着头，上气不接下气的说。（〈补
天〉《故事新编》《全集： 2 》1922年，351頁）
（以上下線部・太字筆者）
　これら用例を時間的に見ると以下の表のようになる。
　量的な限界もあって，はっきりと言い切ることは難しいが，総合すると全体の傾向として翻訳作品の
方が，著作と比べ数年早く「状態性動詞＋“过”」の用法を用いており，存在を表す動詞の種類も多い。
また，「認知動詞＋“过”」をはじめ，現在でも助詞“过 2 ”と結合しにくい動詞にも“过”が用いられ
ている例も考えると，当時，或いは魯迅作品における“过 2 ”の用法は旧白話時代とも，現在とも異な
る使用法をされていた可能性も考えられる。
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訳文
1903 1918 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 合計
存在 0 0 0 0 3 3 6 3 1 2 1 21 9 3 10 2 4 4 10 3 0 4 89
心理 0 0 0 1 5 7 2 9 2 1 0 6 6 3 3 0 1 2 5 1 0 2 56
形容詞 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3
合計 0 0 0 1 10 10 8 12 3 3 1 27 15 6 13 2 5 6 16 4 0 6 148
著作
1918 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 合計
存在 5 3 0 0 0 0 0 7 3 4 0 1 1 2 1 5 18 8 3 61
心理 0 1 0 0 0 0 1 6 7 6 3 0 0 1 0 5 7 3 6 46
形容詞 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
合計 5 4 0 0 2 0 1 13 10 10 3 1 1 3 1 10 25 11 9 109
3.3　「“有”＋“过”」
　以下，「状態性動詞＋“过”」の用法の中で最も多い「“有”＋“过”」について，魯迅の著作・翻訳作
品における用法はどのようなものであるか検討したい。
　前章でも触れたように，「状態性動詞＋“过”」の例の中でも著作・訳文共に，「“有”＋“过”」の使用
は飛び抜けて多い。しかし著作・訳文共に多く使用が見られることから，これがそれぞれの特徴である
とは言えない。また，著作・訳文ともに「“有”＋“过”」の主体は無生物であることが多く，これら
「“有”＋“过”」は所有・所属ではなく，存在を表すことが多い。
　“五六年前，西边的辛锡那台街上，曾经有过一件出名的犯罪案子。……（〈思想・山水・人物〉
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《訳文： 3 》1928年，170頁）
　党的指导方针，是以前也曾有过，现今也还存在。（〈关于对文艺的党的政策〉《文艺政策》《訳文：
5 》1928年，43頁）
　假如先前未曾有过这样的一篇诗，现在的新诗人用这意思做一首白话诗，到无论什么副刊上去投
稿试试罢，我看十分之九是要被编辑者塞进字纸篓去的。（〈门外文谈〉《且介亭杂文》《全集： 6 》
1934年，94頁）
　日本語から中国語への翻訳を見てみると，「“有”＋“过”」は「～がある」「～ことがある」「～ことが
あった」などと対応することが多い。
　解決はついてゐるのです。耶蘇や釋迦を始めいろ／＼の人が既に解決はつけてゐます。しかし
人々はまだその解決を實行する力はないのです。35）
　　解决也有过的。耶稣释迦以来，许多人都下过解决。只是人们还没有实行这解决的力量就是了。
（〈一个青年的梦〉《訳文： 1 》1922年，330頁）
　ある年の春、この池がとくにきれいだったことがあります。36）
　　有一年的春天,这池塘曾经有过格外好看的事。（〈春夜的梦〉《爱罗先珂童话集》《訳文：1 》1922
年，477頁）
　「君は恋したことがある？」「恋したことはないけど、鯉をたべたことがあるよ。」37）
　　“你有过恋爱么?”“并没有有过恋爱，但曾经吃过鲤儿。”（〈小鸡的悲剧〉《爱罗先珂童话集》《訳
文： 1 》1931年，539頁）38）
　かういふ話がある。39）
　　曾经有过这样的故事：（〈思想・山水・人物〉《訳文： 3 》1928年，173頁）
　しかし，単に，“有”だけで訳していることもある。
　かういふことがありましたつけ、40）
　　曾经有一件这样的事―（〈思想・山水・人物〉《訳文： 3 》235頁）
35）	武者小路実篤「或る青年の夢」『武者小路実篤全集： 3』（藝術社，1923年，295頁）
36）	ヴァスィリー・ヤコヴレヴィチ・エロシェンコ（Василий Яковлевич Ерошенко）「春の夜の夢」『エロシェンコ全集：
1』（みすず書房，1959年，76頁）
37）	ヴァスィリー・ヤコヴレヴィチ・エロシェンコ（Василий Яковлевич Ерошенко）「ひよこの悲劇」『エロシェンコ全
集： 2』（みすず書房，1959年，114頁）
38）	この例では「恋したことはない」が“没有有过恋爱”と訳されており，“有”が「する」という動詞扱いされている。
39）	鶴見祐輔『思想・山水・人物』（大日本雄辯社，1924年，173頁）
40）	鶴見祐輔『思想・山水・人物』（大日本雄辯社，1924年，287頁）
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　しかし自分でも満足する程、鼻が短く見えた事は、是までに唯の一度もない。41）
　　但看见鼻子较短到自己满意的程度的事，是从来没有的。（〈鼻子〉《现代日本小说集》《訳文： 2 》
84頁）
（以上下線部・太字筆者）
　これらの例から見るに，伍和忠（2005）などで言われているように，“曾”と“过”の共起が「経験義
を一層突出させる」という説明は，魯迅の「“有”＋“过”」の用法に関しては些か言いにくいように思
われる。また，翻訳表現が全て原文の形と一致するわけではなく，更に魯迅の著作と訳文における使用
に意味上の差異も見られないため，魯迅の「“有”＋“过”」体が外国語の表現方法に影響されて現れた
とは現在の段階では言えない。
　また，“有”は“想”と共に，“过”と結びつく用例が清代にも見られることから，他の状態性動詞と
は異なる分類をした方がよいと考えられる。孔令達（1985）のように動詞の「反復性」も用法の推移に
関わる問題なのかもしれない。
おわりに
　本稿では，状態性の動詞や形容詞を伴う“过 2”の用例が20世紀以降多用されるようになり，その用
法変遷に外国語の影響があった可能性を探る研究の初歩として，20世紀初頭に活躍した魯迅の文章に見
られる助詞“过”の用法を分析し，その用法変遷を検証した。結果，以下のことが分かった。
　まず，魯迅で用いられている助詞“过”の用法について。
　①　訳文，著作共に使用頻度が高い動詞はほとんど同じである。
　②　動作性動詞ではない“有”や“想”が“过”を伴う例がかなり多い。
　③　現在でも成立しにくい「認知動詞＋“过”」「存在動詞＋“过”」の例がいくらか見られる。
　魯迅自身による著作物と，翻訳作品を比較した結果は以下のとおり。
　①　「状態性動詞＋“过”」及び「形容詞＋“过”」の用例数は著作，訳文を比べて大きな差異はない。
　②　著作，訳文共に “有”“想”を動詞に持つものが突出して多い。
　③　訳文の方が比較的早い時期に「状態性動詞＋“过”」の用法を用いている。
　④　訳文の方が存在を表す動詞と結合しやすい傾向にある。
　⑤　当時，或いは魯迅個人における“过 2 ”の用法は旧白話時代とも，現在とも異なる使用法をされ
ていた可能性が考えられる。
　今回の研究には問題点も多く残っている。まず，魯迅の方言の問題である。魯迅の用法の中に見られ
た“VO过”の用法については，本稿では除外して考えたが，これを“过”の変遷に大きな影響を与え
たとする先行研究が近年盛んに行われている。42）今回は外来影響として外国語を念頭に用法を検討した
41）	芥川龍之介「鼻」『芥川龍之介全集： 1』（岩波書店，1927年，19頁）
42）	楊永龍〈明代以前的“VO过”例〉《语文研究：第 4期》（2001年，CNKI中国知网による）　崔山佳〈近代汉语中的
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が，“过”の変遷については，方言の影響も考慮する必要があるであろう。また，今回状態性動詞として
分類した“想”や“有”は，“过”と結びつく用例が清代以前にも見られることから，今後研究を進める
上では他の状態性動詞とは異なる分類をした方がよい。しかし，これは“想”や“有”が他の状態性動
詞とは異なる性質を持っている，とするのが正しいのか，或いは「経験義」の定義の問題なのか，検討
する余地があるであろう。例えば，“有过了”は“有了”とどう違うのかという点についてもきちんと定
義しておく必要がある。
　本研究の今後の可能性については次のことが考えられる。まず，魯迅個人の用法が近代とも現代とも
異なるものであった可能性。この可能性にはもちろん彼自身の方言の影響も考えられるが，1910年代か
ら1930年代当時，新たな中国語を創りだそうとした潮流の中にあって，魯迅が翻訳の中に「新たな表現」
を模索したことはよく知られている。43）更に魯迅の翻訳作品のほとんどが日本語，或いは日本語経由であ
ること（今回使用した翻訳作品全251作品中，日本語作品が113，重訳底本を日本語とする作品が71，重
訳底本を日本語・ドイツ語とする作品が 2 ，重訳底本を日本語・ドイツ語・英語とする作品が 6 ，計192
作品が日本語経由であった44））を考慮すると，彼の“过”の使用法には方言の可能性だけでなく，外国
語，特に日本語の影響があったと考える事は突飛なことでもないであろう。今後の課題にしたい。
“VO过”、“Ｖ得Ｏ过”和“Ｖ得Ｏ着”〉《张家口职业技术学院学报：第14巻第 4期》（2001年，CNKI中国知网による）
伍和忠（2005）　など。
43）	魯迅〈關於翻譯的通信〉《二心集》（合眾書店，1932（民国21）年，初出1932年 6月《文學月報：第 1卷第 1號》,250
頁）に以下のような記述がある。
　　這樣的譯本,不但在輸入新的內容,也在輸入新的表現法。中國的文或話,法子實在太不精密了,作文的秘訣,
是在避去熟字,刪掉虛字,就是好文章（中略）,這語法的不精密,就在證明思路的不精密,換一句話,就是腦筋有
些胡塗（中略）。要醫這病,我以為只好陸續喫一點苦,裝進異樣的句法去,古的,外省府的,外國的,後來便可以據
為己有。這并不是空想的事情。遠的例子,如日本,他們的文章裏,歐化的語法是極平常了,（以下略）魯迅　一九
三一,十二,二八。
　そうした翻訳書は，新しい内容を輸入するにとどまらず，新しい表現法をも輸入しているのです。中国の文
章や言葉は，じっさい規則があまりにも粗雑すぎます。作文の秘訣は，よく使われる文字は避け，虚字は削る
ことで，そうすればよい文章だというわけですし（中略），こうした語法の粗雑さは思考の粗雑さを示すもので，
換言すれば，頭脳がいささかぼけているのです。この病
ママ
いを治すには，しばらく苦労をつづけて，古いもの，よ
その土地のもの，外国のものなど，違った句法をつめこむしかなく，やがてそれを自分のものにすればよい，と
わたしは思います。これは決して空想ではありません。遠い例では，たとえば日本ですが，彼らの文章のなか
では欧化された語法はあたりまえのことで，（以下略）魯迅　一九三一，十二，二八（以上日本語訳は「通訳に
かんする通信」『二心集・南腔北調集（魯迅全集： 6）』（学習研究社，吉田富夫訳，1985（昭和60）年 4月25日，
213—214頁）によるもの）
44）	重訳底本不明なものが多く，魯迅がこれらの他に重訳底本を明らかにしているのはドイツ語からの重訳が19作品あ
るのみであることを考えると，魯迅の翻訳はほとんどが日本語からのものであると考えてよいだろう。

